
1。 問題点 と資料の性格

歴史人口学の発展につれて,江戸時代の農民の人口

学的な様相が次第に明らかになってきた。その中には

家族生活とともに展開する個人のライフコースの諸相

も含まれている。日本の村々に残された宗門人別帳な

どは, ヨーロッパの歴史人口学の基礎となった教区簿

冊などよりも,は るかに利用価値の高い総合的資料と

しての性格を有し,わが国の歴史人口学的分析の精度

を極めて高いものにした。庶民の生活を明らかにする

ことは,社会史の中心的な課題であり,当時の人口の

大部分を占めていた農民が主題となることは当然であ

った。支配階層として農民の上に位置づけられる武士

の生活体制がどのようなものであったかを明らかにす

ることは,農民との比較において興味深いばかりでな

く,後世すなわち明治以後の家族法や社会理念のモデ

ルとなったという意味で,それ自体重要な意味を持っ

ている。

武士の歴史人口学的研究における資料的制約は意外
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に大きい。武士においては農民のように宗門人別帳が

作成されることがなく,藩主に提出したり自家で伝承

されたりした家譜が利用可能資料となる。各年の簿冊

をつなぎ合わせることによって継時的あるいはコーホ

ート追跡的な観察が可能な宗門人別帳とは異なり,家

譜においては事後的に構成された特定時点の記録が手

がかりを提供する。家譜における記載事項にはさまざ

まな変異があり,決 して一様ではない。このことは家

譜から得られる情報が,家譜ごとに,あ るいは家譜の

様式をある程度規定している藩ごとに異なることを意

味している。出生,家督,婚姻,隠居,死亡などごく

一般的なライフコース上のできごとについても,発生

年月の記載が行われているとは限らない。家譜を利用

して武士のライフコースを描き出すことはきわめて困

難なのである。このような事情のために,武士の初婚

年齢にかんする観察などは,た またま作成されてい

た,家譜以外の資料を利用して行われたりすることが

あり,量的あるいは統計的には不十分な場合が多い。

武士のライフコースに関する記述は,それがある程

度量的な分析を含むものであれば貴重なものとなりう

武 士 の ラ イ フ コ ー ス

―一徳山藩藩士家譜の分析を手がか りに一一

坪 内 良 博

The Life Course of the Tokuyalna Vassals

in the Latter Half of the Edo Period

TSUBOUCHI Yoshihiro

Abstract: A set of gcncalogical records for the Tokuyama vassals in the latter half of the lEdo Period was

put into a database for an analysis of their life course fronl thc point of view of historical demography. The

life courses of more than 1000 vassals were traced and analyzed. The ages at succession, manriage, retire―

ment and death were the focuses of this analysis and are shown in the tables. The age distribution for each

event of the life course was rather wide in the carlier period and became slightly more concentrated in the

later pe五 odo Ages at succession, maHriagc and retirement became younger in the later pe五 od following the

upward shift of the mortality levelo AInong other llndings,it is noteworthy that retiremcnt became more com―

mon in the later periodo E)ifferentiation by status was also exanlined in the analysis.
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る。ここで対象とする徳山藩藩士の家譜は,こ の目的

からすればきわめて重要な存在である。それは上に述

べたライフコース上の節目に関する記載をどうにか含

み,量的にも相当な情報を提供しているからである。

もっとも,ほ とんどの場合,出生年にかんする情報を

欠いており,出生年は死亡年と死亡年齢から逆算して

推定しなければならない。家督,婚姻,隠居などに関

しては,それぞれに発生年次が記録されていることが

あるので,推定された出生年次を利用して,それぞれ

の年齢を算出することができる。ただし,こ のような

間接的な算出を重ねたデータにおいては予想外の数値

が出現することがある。家督に先立って元服という節

目があるが,こ れは徳山藩藩士の家譜には記載されて

いないので分析の対象にすることができなかった。徳

山藩藩士の家譜における特色の一つは,妻子に関する

情報を多く含むことで,妻の実家,男女の子の養出先

や婚出先などの記載もかなり整っている。また,比較

的頻繁な離婚,再婚に際してもそれぞれの妻の実家に

関する情報が記載されている。事後的な系譜記載にお

いては,こ の種の記録がしばしば意図的に省かれるこ

とが多いのである。惜 しいことには,妻や子について

は年齢に関する情報がまったく得られない。このため

に,分析は家督者を中心として,男子中心の立場で行

わざるを得ない。徳山藩藩士家譜のもう一つの特色

は,家譜の提出が頻繁に行われ,家督者交代ごとに行

われたと見られる場合さえあることである。このこと

は,先行家譜における記述の不備を後続家譜によつて

補うことを可能にする。各代の家督者については,そ

の職務上の履歴が付されている。この部分を利用する

と江戸在勤状況を含めて,藩士の動向が量的に把捉で

きそうであるが,こ のためには膨大な作業が必要とな

る。

これらの家譜が集積されていた徳山藩について簡単

に紹介を付しておこう。徳山藩は,周防国都濃郡の大

部分と長門国阿武郡の一部を領し,徳山に陣屋を持っ

ていた,公称高 3万石の萩藩支藩である。元和元年

(1617)に 創設されたが,正徳 6年 (1716)に 宗藩と

の確執を機に改易され,享保 4年 (1719)年 に再興が
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許された。 (『藩史大事典』第 6巻 )。 徳山藩藩士は,

家老 5人 ,用人 3人 ,馬廻約 150人 (高 50石以上 250

石未満),中 小姓約 80人 (25石 以上 50石未満),茶

道 4人 (現米 5石 ないし6石および 3人扶持),祐筆

8人 (高 20石 お よび 2人 扶持),膳部 2人 (高 30石

ないし35石および 4人扶持),別 当 2人 (高 80石 な

いし85石 ),徒士約 60人 (高 20石 ),陣僧 (茶坊主 )

17人 (切米高 H石 ),持弓 20人 (切米高 15石 ),蔵

本付約 60人 (切米高 15石 ),細工人 18人 (高 13石

ない し25石および 2人 ない し3人扶持),船手 5人

(高 15石 ない し25石 および 2人扶持),小膳部 5人

(切 米高 15石 )か ら成 り立 っていた。 (『徳山市史』

pp.386)。 慶安 4年 (1651)か ら主として徒士以上の

者に対して適用された「浮米法」によって,た とえば

禄高 100石 に対 して田方 85石分に相当する 29。48石

と,畠方 15石分に相当する 1石当たり銀 10匁が支給

された。宝暦 2年 (1752)以 降は高 100石 ごとに 150

匁の旅役銀を控除された。知行高 20石未満の切米取

に対しては,35パーセントの手取額から馳走米 (高 10

石につき現米 0.48石 )と 旅役米 (高 10石 につき銀 15

匁)相 当分が控 除 された。 (『徳 山市 史』pp.390-

392)。 以上のように徳山藩藩士の禄高および手取 り

は,馬廻り以上の一部の上級士分を除けば,概 して低

レベルで平準化されており,下級士分と足軽 (切米高

13石 )と の給与差も僅かであった。徳山藩において

は,士分に属するすべての階層の家譜が保存されてお

り,下級武士も視野に入れた観察が可能である。

分析に当たって徳山藩藩士家譜から,死亡年および

死亡年齢が記載されている家督者を取り出し,こ れら

の者についてライフコースに関連する情報を整理 し

た。藩士を家格 1(馬廻以上),家格 2(中小姓),家

格 3(徒士),家格 4(その他)に大別して,分析可能

な事例数を,家督者の出生年に従って時代別に示すと

表 1の ようになる。事例は 16世紀前半から 19世紀前

半にわたつて分布 し,総計 1486件 となるが,半世紀

を単位として家格別の量的な分析に耐える事例数が確

保されるのは,17世紀後半,18世紀前半,18世紀後

半についてである。また,こ れらの家督者に連関させ

表 1 家督者分析可能事例数

16世紀前半 16世 紀後半 17世紀前半 17世紀後半 18世 紀前半 18世紀後半 19世紀前半 計

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

16

1

8

9

54

21

20

22

115

49

67

75

170

89

84

131

159

77

90

146

27

14

15

25

541

251

284

410

計 34 474 472 1486



表2 家督者妻子分析可能事例数

家督者 家督者妻 男子 女子

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

541

251

284

410

733

319

362

525

1054

370

453

674

計 1486 1939 2551 2250

て情報の整理をした妻および男女の子の事例数は,家

督者の場合と同様,家督者の出生年を基準として整理

すると表 2に示すとおりである。全体としてみると,

家督者 1人 に対 して妻は 1.30人 で再婚の多さを示唆

している。家督者 1人に対する子の数は 3.23人 であ

るが,家譜に記載された者の性比は 1.13で ,出生時

の性比よりもやや高くなっているように見える。

2。 家督継承年齢 と初婚年齢

家督者が家督を継承 した年齢の平均値を,17世紀

後半,18世紀前半,18世紀後半,19世紀前半 (家督

継承時点による区分ではなく,家督者出生時点による

区分)に ついて,家格群別に示すと表 3の ようにな

る。家督継承年齢は,記載された家督継承年を利用し

て死亡年および死亡年齢から逆算したものである。家

督継承年はすべての事例において記載されているわけ

ではなく,全事伊11486件のうち 1059件 (71.2パ ーセ

ント)に おいて記載されている。総数についてみる

と,17世紀後半において 29。 1歳で比較的高かったも

のが,18世紀前半には24.1歳 へ と著 しい低下を示

し,その後は顕著な変動が見られない。家格群別に見

ると,17世紀後半においては高い階層ほど家督継承

年齢が低い。この傾向は,家格 1に属する馬廻以上

を,さ らに 100石以上 (家格 lA)と 100石未満 (家

格 lB)に 分けて観察した場合にも維持されている。

しかしながら 18世紀前半に入ると,家格 3の順位は

かなり曖味になり,こ の状態がその後も続 く。家格 4

においては常に最も高い家督継承年齢が維持されてい

る。

家督継承年齢の分布状況を,17世紀後半,18世紀

前半,18世紀後半の三つの時期に関して観察すると

(表 4),平均値が無意味なほど広 く分散 していること

が分かる。特に 17世紀後半においては,最頻値が不

鮮明なほど幅広い分布が見られる。時代が下がるにつ

れて,家督継承年齢が若年へと移行していくように見

える。

家督継承は前家督者の隠居あるいは死亡を主な契機
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表3 家督者の平均家督継承年齢 (満年齢)

表 5 前家督者の隠居・死亡別にみた当代家督者家督年齢

隠居 (願いによる) 死   亡

家督年齢 事例数 家督年齢 事例数

17世紀後半
18世紀前半
18世紀後半

30.4

27.3

27.0

27.4

21.5

21.0

69

163

206

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

家格 lA
家格 lB

27.5

28。 1

26。 5

29.0

26。 8

28。 1

200

70

84

109

101

95

21。4

21.9

22.9

23.2

22.2

20.5

183

88

104

109

85

95

として行われる。隠居には願いによる場合と,「思召

し」による場合とがあり,後者には処罰として行われ

る場合や,諸事情を考慮して行われる場合が含まれ

る。願いによる隠居に起因する継承と,死亡に起因す

る継承とにおいて,家督継承年齢は表 5の ようにな

る。死亡にともなう家督継承の平均年齢は隠居にとも

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半 19世紀前半

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

家格 lA
家格 lB

26.0

29。4

32.8

34。9

25。2

26。 1

23.4

25.0

22.3

26.2

23.0

23.5

23.7

23.6

22.8

24.8

24.7

22.9

23.5

23.2

23.6

25。 2

23。9

23.3

総数 29。 1 24。 1 24.0

表 4 家督継承の年齢分布

年 齢 階 級

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半

家督
継承
事例数
%
家督
継承
事例数

%
家督
継承
事例数

%

0歳以上 4歳以下
5歳以上 9歳以下
10歳以上 14歳以下

15歳以上19歳以下

20歳以上24歳以下

25歳以上29歳以下

30歳以上34歳以下

35歳以上39歳以下

40歳以上44歳以下

45歳以上49歳以下

50歳以上54歳以下

55歳以上59歳以下

60歳以上64歳以下

65歳以上69歳以下

70歳以上75歳以下

75歳以上79歳以下

80歳以上84歳以下

85歳以上9o歳以下

1.3

2.6

8。 6

H。 8

15。 1

12.5

15。 8

16。 4

6.6

5。 9

1.3

1.3

0。7

9

18

41

53

84

75

44

26

12

5

2

1

2.4

4.9

11.1

14.3

22.7

20.3

H。 9

7.0

3.2

1。 4

0.5

0。 3

0.7

3.7

12.4

19。 5

22.2

19.0

9。 2

7.3

3.4

1.4

0。9

0。2

計 152 100 370 100 436 100
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なう家督継承平均年齢よりも低い。17世紀前半にお

けるよりも 18世紀において隠居にともなう家督継承

と死亡にともなう家督継承における年齢差が大きくな

る。18世紀前半と後半における変化は僅少である。

時代とともに家督継承年齢が下降する傾向は,隠居 ,

死亡いずれの場合にも認められる。

願いによる隠居にともなう家督継承の年齢分布を,

17世紀後半,18世紀前半,18世紀後半の三つの時期

に関して観察すると表 6の ようになる。継承一般の場

合に比 して幼年での継承が少なくなっている。17世

紀後半においては最頻値が不明瞭なほど分布幅が広い

状態が維持されるが,18世紀前半には 20歳以上 24

歳以下における家督継承発生割合が最も高いことが明

瞭となり,18世紀後半にはピークが 25歳以上 29歳

未満の年齢層に移行する。このように,自 らの意志に

よる隠居にともなう家督交代においては,交代時期が

より鮮明になるが,年齢分布の幅は依然としてかなり

広い。

初婚年齢に関する記述に入る前に,家督者において

はどれくらいの割合の者が結婚するのかを明らかにし

ておこう。50歳 に達するまで生存 した者を対象にし

て,彼 らのうち結婚が記録されていない者の割合を生

涯未婚率と読み替えると,総数においては2.8パーセ

ントになる。時代別,階層別観察を表 7に 示す。18

世紀においては 17世紀後半に比してやや高めの生涯

未婚率が現れる。家格 2に おける生涯未婚率は他の家

格に比してやや高い。いずれにしても家督者における

生涯未婚率は概 して低 く,皆婚傾向が強いということ

ができる。

家督者の平均初婚年齢を 17世紀後半,18世紀前

表 6 願いによる隠居にともなう家督継承の年齢分布

年齢 階級

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半

家督
継承
事例数

%
家督
継承
事例数
%
家督
継承
事例数

%

0歳以上 4歳以下
5歳以上 9歳以下
10歳以上 14歳以下

15歳以上 19歳以下

20歳以上24歳以下

25歳以上29歳以下

30歳以上34歳以下

35歳以上39歳以下
40歳以上44歳以下
45歳以上49歳以下

50歳以上54歳以下

55歳以上59歳以下

60歳以上64歳以下

1.5

4.4

H.8
16.2

14.7

17.6

17.6

8.8

4.4

0.6

1.2

5.8

9.8

26.6

21.4

15.6

H.0
5。 2

2。 9

1

1

5

31

39

48

24

19

9

4

1

0.5

0。 5

2.7

17.0

21.4

26.4

13.2

10.4

4.9

2.2

0.5

計 100 100 182 100
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半,18世紀後半,19世紀前半について家格群別に示

すと表 8の ようになる。初婚年に関しては,家督継承

年の場合よりも記載例が少なく,結婚経験者総数 1376

人に対して 805人 (58.5パ ーセント)について記載が

あるに過ぎない。総数についてみると,17世紀後半

における32.1歳から,18世紀前半 28.6歳 ,18世紀後

半 27.2歳 を経て 19世紀前半の 27.0歳へと漸次的な低

下を示している。家格群別にみると,家格 1(馬廻以

上)においていずれの年代においても相対的に最も低

い初婚年齢が現れている。家格 1に属するものを,loo

石以上 (家格 lA)と 100石未満 (家格 lB)に 分け

た場合にも,前者は後者よりも低い初婚年齢を示す。

初婚年齢の分布状況を,17世紀後半,18世紀前

半,18世紀後半の三つの時期に関して観察すると表 9

のようになる。25歳以上 29歳以下の年齢階級に最も

高い割合が見られ,時代が下るにつれてこの年齢層に

おける集中度が高まっている。35歳以上という比較

的高い年齢での初婚の存在にも注意する必要がある。

結婚の場合には,家督継承におけるほどの広い分散は

見られないとしても,分散はかなり顕著で,武士のラ

イフコースが,少なくとも男子に関しては,適齢とい

うモデルを遵守しながら進行するわけではないことを

示唆している。

家譜における初婚年の記載が何を意味するかについ

てはより厳密な検討を必要とする。事例数は比較的少

表 7 50歳 (数え年 51歳)以上の生存家督者未婚割合

生存者数 うち未婚者 %

17世紀後半
18世紀前半
18世紀後半

家格 l

家格 2

家格 3

家格 4

384

177

213

314

7

12

11

10

8

4

9

2.6

3.5

3.4

2.6

4.5

1.9

2.9

総 数 2.8

表8 家督者の平均初婚年齢 (満年齢)

17世紀
後半

18世紀
前半

18世紀
後半

19世紀
前半
全家督者

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

家格 lA
家格 IB

30。9

34.1

34.8

31.2

28。9

34.4

27.4

31。4

28.3

28。 7

25。 7

28.8

26。 7

27.8

27.0

27.6

25。 8

27.6

25。0

28.8

27.2

28。 1

25。O

25。 1

27.2

29。 9

27.9

28.2

26.2

28。 2

総 数 28。6 27.2 27.0



ないが,19歳以下の若年での結婚が単なる縁組の成

立を示すだけなのか,40歳以上の相対的な高齢者の

縁組記載がそのまま初婚成立と読み替えられるのかな

どの問題もある。

表 9 初婚の年齢分布

年齢 階 級
17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半

事例数 % 事例数 % 事例数 %

10歳以上14歳以下

15歳以上 19歳以下

20歳以上24歳以下

25歳以上29歳以下

30歳以上34歳以下

35歳以上39歳以下

40歳以上44歳以下

45歳以上49歳以下

50歳以上54歳以下

55歳以上59歳以下

60歳以上64歳以下

3

7

17

9

18

4

1

1

5.0

11.7

28。 3

15。 0

30.0

6。 7

1.7

1.7

0。4

4。 3

24.4

31.5

25。 1

10.8

2.9

0。7

37

115

135

70

30

5

4

1

9。 3

29.0

34.0

17.6

7.6

1.3

1.0

0.3

計 60 100 100 397 100
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家督者の平均家督継承年齢は,時代,階層の別を問

わず,平均初婚年齢よりも低くなっている。このこと

は,武士のライフコースにおいて,家督継承が結婚に

先行しているというイメージをもたらす。家督と初婚

の前後関係を,個別事例について整理し,時代別,家

格別に示すと,表 10お よび表 Hの ようになる。家督

継承が結婚に先行している場合が,総数において 62.5

パーセントを占めている。家督年齢および初婚年齢の

分布の凝集度が低いことから容易に推測できることだ

が,家督継承と結婚とは互いに独立した事柄として捉

えたほうがよいのかもしれない。

前家督者が願いにより隠居した場合の家督継承と結

婚の前後関係を時代別に調べると表 12の ようにな

る。隠居に基づく継承における家督年齢が死亡に基づ

く継承における家督年齢よりも高いことを背景に,結

婚が先行する場合の割合が相対的に多くなっている。

18世紀後半においては,家督継承が先行する割合の

初婚の前後関係 (時代別)表 10 家督継承と

表 12 家督継承と初婚の前後関係 (前家督者隠居の場合と前家督者死亡の場合 )

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半 19世紀前半 総数

事例数 % 事例数 % 事例数 % 事例数 % 事例数 %

結婚が先行

同   年
家督が先行

15

2

20

40.5

5.4

54.1

54

17

150

24。4

7.7

67.9

27.0

11.1

61。9

33.3

14.0

52.6

191

69

434

27.5

9。 9

62.5

計 37 100 221 100 378 100 100 100

表 11 家督と初婚の前後関係 (家格別 )

家格 1 家格 2 家格 3 家格 4

事例数 % 事例数 % 事例数 % 事例数 %

結婚が先行
同   年
家督が先行

28.5

10。 8

60。 7

33

8

78

27.7

6.7

65。 5

30

10

80

44

19

97

27.5

11。 9

60。 6

計 295 100 100 120 100 160 100

(前家督者隠居 )

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半 19世紀前半 総数

事例数 % 事例数 % 事例数 % 事例数 % 事例数 %

結婚が先行
同   年
家督が先行

46.2

7.7

46.2

38

7

62

35.5

6.5

57.9

68

24

67

42.8

15。 1

42.1

11

3

9

47.8

13.0

39.1

40,9

11.6

47.5

計 100 107 100 159 100 23 100 303 100

(前家督者死亡 )

結婚が先行

同   年
家督が先行

7

1

13

33.3

4.8

61.9

14

9

69

15。 2

9。 8

75.0

29

14

136

16。 2

7.8

76.0

3

5

16

53

29

234

16.8

9。 2

74.1

計 100 92 100 179 100 100 100
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方が多くなるが,こ れはすでに指摘した家督継承年齢

における最頻値の移行に符合している。前家督者死亡

に基づく家督継承の場合には,家督継承が低い年齢で

行われる場合が相対的に多いことを背景に,結婚が先

行する場合の割合が総じて低い。

3。 隠居 と死亡

職務上の異動を除けば,徳山藩藩士のライフコース

上の重要なできごとは隠居である。次代家督者の決定

に直接結びつくので,隠居の発生時期はほとんどの場

合記録されている。隠居の発生が記録されているの

は,願 いによる隠居 563件,思 し召 しによる隠居 60

件である。前者のうち 541件 (96.1パ ーセント),後

者のうち 59件 (98.3パ ーセント)に おいて発生時期

の記載がある。これらを手がかりに隠居年齢を算出し

た。

願いによる隠居,す なわち少なくとも形式上は自ら

の意思による隠居について,平均隠居年齢を,時代・

階層別に示すと表 13の ようになる。総数に関して,17

世紀後半に67.0歳 であった平均隠居年齢は,18世紀

前半の 62.3歳 を経て,18世紀後半には 59。3歳 まで低

下していく。家格群別にみても,家格 3を 除けば,時

代にしたがって隠居年齢の低下が見られる。願いによ

る隠居の年齢分布を 5歳刻みで示すと表 14の ように

なる。隠居が特定の実行年齢を持つわけではなく,幅

広い年齢分布を示し,時代が下がるとともに最頻値を

示す年齢層が低下していることが明らかである。同時

に,最頻値への集中度が僅かずつではあるが減少し,

分布が扁平になっていく様相が分かる。50歳未満の

隠居が,17世紀後半の4.6パ ーセントから,18世紀

前半の 12.4パ ーセントを経て,18世紀後半には 19.0

パーセントに達していることにも注意したい。

家格群間の比較においては,いずれの時代において

も家格 1に おいて最も低い平均隠居年齢が認められる

が,他の家格群間の順位は定かではない。家格 1に属

する者を loo石以上 (家格 lA)と 100石未満 (家格

2B)に 分けて観察すると,家格 100石以上において

さらに低い平均隠居年齢がみられるが,100石以下に

おいては,他の家格群と区別することが難しくなる。

すなわち,隠居年齢は,最上層の武士においてのみ際

立って低 く,時代とともに進行した低下の傾向も顕著

であつた。18世紀後半において 100石以上の家督者

における平均隠居年齢は53.2歳 まで低下している。

強制された隠居 (藩主の命による隠居や親族の訴え

甲南女子大学研究紀要第 40号 人間科学編 (2004年 3月 )

表 15 押隠居等の年齢分布

年 齢 階 級
17世紀後半
事例数

18世紀前半
事例数

18世紀後半
事例数

20歳以上24歳以下

25歳以上29歳以下

30歳以上34歳以下

35歳以上39歳以下
40歳以上44歳以下
45歳以上49歳以下

50歳以上54歳以下

55歳以上59歳以下

60歳以上64歳以下

65歳以上69歳以下
70歳以上75歳以下

1

1

1

1

訓 28

平均隠居年齢 57.4 48。 7 42.9

によるいわゆる押隠居等)や 藩主の慮 りによる隠居

は,家督の交代が年齢の要素を無視して行われる可能

性が高いので,ラ イフコース上の観察のわき道に置い

たほうがよいと思われるが,その時代別の発生状況は

表 15に 示す。平均隠居年齢が自発的な隠居に比べて

低い。刑罰の一種としてのこの種の隠居が時代を追っ

表 13 家督者の平均隠居年齢 (満年齢 )

17世紀後半18世紀前半 18世紀後半 全家督者

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

家格 lA
家格 lB

66。 5

66.9

66.2

68。 7

64。9

68.0

60。 6

63.7

62.6

63,6

58.5

62.2

55。9

58.8

64.3

60.0

53。 2

59。2

61.5

63.1

64.8

63.1

59。6

63。 3

総数 67.0 62.3 59。 3 62.8

表 14 隠居の年齢分布 (押隠居等を除く)

年 齢 階 級
17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半

事例数 % 事例数 % 事例数 %

10歳以上 14歳以下

15歳以上19歳以下

20歳以上24歳以下

25歳以上29歳以下

30歳以上34歳以下

35歳以上39歳以下

40歳以上44歳以下

45歳以上49歳以下
50歳以上54歳以下
55歳以上59歳以下

60歳以上64歳以下

65歳以上69歳以下

70歳以_L75歳以下

75歳以上79歳以下

80歳以上84歳以下

85歳以上9o歳以下

0。7

1.3

2.0

1.3

5.4

8。 1

18。 1

21.5

22.8

12.1

5.4

1.3

0.6

0.6

0。 6

1.1

1.7

3.9

3。 9

7.8

12.3

21.2

19.0

19.6

7.3

0。 6

2

1

6

8

14

20

30

26

29

24

2

1

1.2

0。 6

3。 7

4。9

8.6

12.3

18.4

16.0

17.8

14.7

1。 2

0.6

計 149 100 179 100 163 100
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て増加し,ま た,時代とともに低年齢化していく傾向

が見られる。

すべての家督者が特定の年齢に達したときに隠居す

るのではないことは,隠居年齢の幅広さがこれを示唆

している。それでは平均隠居年齢の低下は,隠居行動

の増加を示しているのだろうか。家督者がどれくらい

の割合で願いによる隠居を実行しているかを表 16に

示す。総数に関しては,17世紀後半において 50.3パ

ーセントが隠居 したのに対 して,18世紀前半になる

と 38。0パーセントヘと急落し,18世紀後半にはさら

に34.5パ ーセントまで下降している。平均隠居年齢

の下降にもかかわらず,自発的な隠居の割合が低下す

るという一見矛盾する現象が観察される。隠居実行の

割合の変化を家格別に調べると,家格 4においてのみ

18世紀後半に若干の反騰が認められる。家格 1を さ

らに細分すると,10o石以上の階層においても 18世

紀後半に反騰があったことが分かる。

ここで,ラ イフコース上の最後のできごとである死

亡について観察してみよう。家督者 (隠居者を含む)

の平均死亡年齢を,時代別,階層別に示すと表 17の

ようになる。総数に関しては 17世紀後半の平均死亡

年齢 67.8歳 であったが,18世紀前半には 59。 1歳へと

急激に低下し,18世紀後半には 55。9歳へとさらに低

下が続 く。平均死亡年齢の低下は平均隠居年齢の低下

よりも激しく,こ のことが一見矛盾するかに見える隠

居年齢の低下と隠居実行割合の減少とを並存させてい

るのであろう。

表 16 家督者における隠居実行者の割合 (%)

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半 全家督者

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

家格 lA
家格 lB

49。 6

49.0

49。 3

50。 7

52.6

43.1

39。4

44。 9

36。9

32.1

36.8

41.6

36.5

26。0

35。6

36.3

44。 2

30。2

40。 3

35.5

38.7

35.6

41.9

38.0

総数 50。 3 38.0 34.5 37。9

上述の現象は,各時代において家督者が一定の年齢

に達したとき,隠居状態にあるかどうかを示すことに

よって理解しやす くなる。ここでは,60歳および70

歳という時点について検討すると,17世紀後半,18

世紀前半,18世紀後半において,60歳 においては,

それぞれ 8.6パ ーセン ト (19/221),13.0パ ーセン ト

(32/247),24.2パ ーセント (48/198),70歳 において

は,そ れぞれ 31.7パ ーセント (46/145),48.4パ ーセ

ント (61/126),57.6パーセント (53/92)が既に隠居

状態になっていることが分かる。時代が進むにつれて

隠居が一般化 していくことが明らかになる。とはい

え,18世紀後半においてさえ,70歳生存者で隠居状

態に入っているのは 6割弱に過ぎないことにも改めて

注意を払う必要がある。

17世紀後半においては,家督者の平均死亡年齢 と

平均隠居年齢との間にほとんど差がないが,18世紀

前半および後半においては平均死亡年齢が平均隠居年

齢を下回つている。このこと自体には何の意味 もな

く,ま た,平均死亡年齢が人々の意識の中に取 り込ま

れて,隠居年齢に反映 したと考えることも困難であ

る。しかしながら,すでに見たような死亡傾向におけ

る変化,す なわち寿命が短くなったことが意識され ,

余命の自覚を背景に隠居年齢の低下が生じたとしても

不思議はない。

平均死亡年齢が平均隠居年齢を下回ったとしても,

隠居者自身の余命は残っている。隠居者の平均死亡年

齢を時代別および階層別に示す と表 18の ようにな

る。最も高い家格 (す なわち 100石以上)において相

対的に低い死亡年齢が観察されるものの,階層間の差

は顕著ではない。他方,家督者一般に見られたと同

様,時代が下るにつれて,隠居者の平均死亡年齢も低

下している。隠居者平均死亡年齢から平均隠居年齢を

差し引くことによつて,隠居後の平均生存期間を求め

ると表 19の ようになる。7年 ないし8年の平均生存

期間が認められるが,時代あるいは階層による大きな

差は認められない。隠居年齢と隠居後の余命の認識の

表 18 隠居者平均死亡年齢 (満年齢 )

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半 全家督者

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

家格 lA
家格 lB

74.6

73.5

75。 1

73.8

72.8

77.1

69。 1

71.6

71.9

72.3

66。4

70.8

65.0

64.9

70.0

69。 6

63.4

67.2

70。9

70。9

72.8

71。 3

69。9

71。 9

総数 74.3 70。 9 67.5 71.2

表 17 家督者平均死亡年齢 (隠居後の死亡を含む)

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半 全家督者

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

家格 lA
家格 lB

67.1

70.4

67。 1

67.9

66.5

67.8

58。 2

59。7

59.5

59。 6

55。9

59.2

54.5

53.9

57.2

57.8

55。4

53.8

59。9

59。 3

60。 6

60。 1

60。 5

59.1

総数 67.8 59。 1 55。9
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表 19 隠居した家督者の平均生存期間

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半

家格 1

家格 2

家格 3

家格 4

家格 lA
家格 lB

8。 1

6.6

8.9

5。 1

7.9

9。 1

8.5

7.9

9。 3

8。 7

7.9

8.6

9。 1

6.1

5。 7

9.6

10。 2

8.0

総数 7.3 8.6 8.2

結びつきを認めることもできそうでもある。

上に示した平均死亡年齢の低下は,各時代の家督者

に関するものであるが,こ れを直ちに家督者の死亡傾

向の上昇として受け取ることはやや危険である。すで

に見たように平均家督継承年齢が時代とともに低下し

ているからである。17世紀後半においては 19歳以下

の家督継承者は 24.3パ ーセントであったのに対し,18

世紀前半には32.7パ ーセント,18世紀後半には 36.3

パーセントに達している。若年で家督を継承した者は

その分だけ余分の死亡リスクを背負っているので,平

均死亡年齢が若干低下するのは当然である。若年家督

継承者の存在の影響を除去しつつ,時代別死亡傾向を

比較するために,こ こでは,35歳以上で家督を継承

した者の平均死亡年齢,40歳以上で家督を継承 した

者の平均死亡年齢 というように,60歳以上で家督を

継承 した者にいたるまでその値を計算 してみた (表

20)。 加齢につれて各時代間における差が減少するも

のの,差の存在自体は確認される。平均死亡年齢の低

下はすべての家格において認められる。

死亡傾向の低下および家督年齢,初婚年齢ならびに

隠居年齢の上昇がデータ処理手続きに起因する可能性

についても言及しておく必要がある。死亡年および死

亡年齢が家督,初婚,隠居各年齢の算出に用いられた

ことは既に述べたとおりであるが, もし,初期の時代

における死亡年齢が実際よりも高く記載されていたと

するならば,生年がより早い時期まで逆算され,その

効果によつて,家督,初婚,隠居の各年齢が実際より

も高く算出されるのである。家譜において家督者の職

歴が記載されていることは,年齢記載をも相対的に正

確な位置に置かざるを得ないこと,死亡年齢の記載に

おいてシステマテイックに過大値が採用されたとは考

えにくいこと,書かれた資料を利用するとき必要以上

に改定を加えるのは望ましくないことなどを考慮 し

て,死亡年齢過大記載の可能性はここではないものと

して考えることにしたい。

家督者の平均死亡年齢を年齢別に算出し,平均死亡
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表 20 若年家督継承者を除いた家督者の平均死亡年齢

17世紀後半 18世紀前半 18世紀後半

35歳以上生存した者
40歳以上生存した者
45歳以上生存した者
50歳以上生存した者
55歳以上生存した者
60歳以上生存した者

69。4

70。 1

71.1

72.4

73.1

74。 1

63.2

64.7

66.3

67.9

69.6

71.7

60.3

61.9

63.4

65。 1

67.2

69。 8

年齢と当該年齢との差を平均余命と読み替えることに

よって,モデル生命表を利用して,それぞれの時代の

家督者の死亡傾向のレベルをo歳平均余命の形で表現

することは不可能ではない。ここでは,35歳平均余

命,40歳平均余命,45歳平均余命を利用 して,モ デ

ル生命表の最も近い死亡レベルを探ってみた。当時の

日本の事情に対する適合性が高いと見られるモデル・

ノースを用いた場合,17世紀後半,18世紀前半,18

世紀後半における o歳平均余命はそれぞれ 53.8歳 (N

16),36。9歳 (N9),27.2歳 (N5,た だし過小評価気

味)と なる。モデル・ウェス トを用いた場合には,そ

れ ぞ れ,58。 8歳 (W16),42.1歳 (WH),32.5歳

(W7)程 度となる。隠居行動をはじめとするライフ

コース上のできごとがこのような全体としてかなり高

く, しかも時代とともに上昇傾向にあった死亡傾向の

下で発現していることに改めて注意しておきたい。

4。 む す び

家督,結婚,隠居,死亡という人生の節目が,武士

においてどのような年齢パターンをとって現れるかを

記述してみた。平均値という形では目安の年齢が示さ

れるものの,年齢分布はかなり分散していることが分

かる。17世紀後半における分散度はとりわけ高く,

時代が進むにつれて僅かながらも集中への傾向が見え

てくる。時代とともに死亡傾向が上昇し,それにつれ

て家督,結婚,隠居の年齢がそれぞれ若齢化している

のが目立った現象である。時代が進むとともに隠居が

恒例化するようにも見える。

階層差は意外なほど目立たず,小藩における藩士階

層が, 日立つほどの内部分化を示していないことが分

かる。その中で,100石以上の上級者だけはライフコ

ース上の節目がより若い年齢層において出現する傾向

を見せるのである。



坪内 良博 :武士のライフコース

が

本稿は筆者にとっては,20年ぶ りの日本の歴史人

口に関する論考である。「幕末越前農村における人口

と家族一宗門人別帳不完全データ利用の試み (1)」

『ソシオロジ』29-1,1984(坪 内玲子との共著),お よ

び「幕末越前農村における人口と家族―宗門人別帳不

完全データ利用の試み (2)」 『ソシオロジ』29-3,1985

(坪内玲子との共著)が,20年前の仕事であった。こ

の間,国際日本文化研究所における速水融先生のプロ

ジェクトにメンバーとしてではなく,評価委員という

妙な役割で列席する機会などがあったが, 日本に関し

て単独で論文を執筆することはなかった。東南アジア

地域研究者が,本業の傍ら持ち続けてきた興味の一端

を,本稿を手始めに一つのまとまりに仕上げたいと思

っている。
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